











































































⑴　 対象 : 看護学の授業 90 分間、授業経験のある
専任教員 1 名


















































































授　業： 11 月 30 日、A 校、A 先生、1 学年 84 名
科目名：成人看護概論 主 題： 家 族
看護  15 時間（7 回）/1 単位 5 回目 90 分
間
インタビュー：11 月 30 日 79 分間
指導目標 ：対象者だけではなく、その家族の看護の
必要性を考えることができる。
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